
援
助
隊
の
活
動
本
格
化

　
東
日
本
大
成
災
の
被
災
者
や
避
難
住

民
を
支
援
す
る
た
め
、
県
内
の
自
治
体

や
県
警
な
ど
か
ら
派
遣
さ
れ
た
各
援
助

隊
や
医
療
チ
ー
ム
の
活
動
が
1
3
日
、
現

地
で
本
格
化
し
た
。
県
消
防
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
乗
り
込
ん
だ
県
言
年
長

航
空
隊
は
宮
城
県
円
で
回
三
一
七
三
＝
」

1
5
人
を
款
款
二
こ
こ
器
言
果
者
の

凧
ゴ
言
諭
言
言
員
幌
ぎ
頭
募
金

言
言
モ
ヤ
匹
竺
回
、
被
災
地
へ
向

げ
た
善
言
の
翰
は
日
ご
と
に
大
き
く
な

謳県防災ヘリ15人救助ミ
新たな派遣､物資発送も

ヘ
リ
コ
プ

は
回
日
午

言
つ
宮
城

県
石
巻
市
に
入
っ
て
活

動
。
社
人
を
救
助
し
８
人

を
言
言
宍
道
レ
言
1
3
ョ

屯
言
＝
三
皇
可
な
ど
で
こ

人
を
救
助
。
［
／
人
を
救
急

搬
送
、
物
資
輸
送
も
行
っ

た
。

　
県
内
長
消
防
本
部
で
編

成
す
る
緊
急
消
防
援
助
隊

は
1
3
日
午
後
４
時
半
、
宮

城
県
総
合
運
動
公
園
総
合

体
育
館
（
同
利
府
町
）
に

到
着
。
国
際
医
療
ボ
ラ
ン

開
始
す
る
。

　
1
2
日
に
現
地
入
り
し
た

証
言
滝
言
僚
チ
ー
ム
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
苧
ィ
ー
マ
ッ
ト
）

の
岡
山
赤
十
字
病
院
チ
ー

ム
５
入
は
福
島
県
内
の
病

院
で
、
川
崎
医
科
大
付
属

病
院
と
津
山
中
央
病
院
の

２
チ
ー
ム
ｎ
人
は
花
巻
空

港
（
岩
手
県
）
内
に
設
置

さ
れ
た
臨
時
医
療
施
設

（
Ｓ
Ｃ
Ｕ
）
で
医
療
活
動

を
継
続
し
た
。
県
警
か
ら

派
遣
さ
れ
た
4
9
人
は
、
福

島
県
で
住
民
の
避
難
誘
導

や
交
通
規
制
な
ど
に
当
た

っ
た
。

ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山

市
）
の
支
援
に
充
て
る
と

い
う
。

　
ま
た
、
県
や
日
本
赤
十

字
社
県
支
部
な
ど
は
霊
界

の
募
金
活
動
推
進
本
部
を
・

段
落
、
1
4
日
か
ら
県
庁
や

同
支
部
、
県
社
会
福
祉
協

議
会
、
県
共
同
募
全
会
の

窓
口
な
ど
で
義
援
金
を
受

け
付
け
る
こ
と
を
決
め

た
。
　
岡
山
市
も
義
援
金
募
集

を
1
4
日
か
ら
始
め
る
と
発

表
。
市
役
所
や
区
役
所
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

に
持
参
す
る
か
、
指
定
□

座
に
送
奈
す
る
。

１毛布や飲料水

§県､鏡野町搬送
讐

し
て
岡
山
空
港
に
備
蓄
す

る
毛
布
１
５
２
０
枚
を
宮

毛布が入った段ボール箱をトラックに積む県職

員ら一岡山空港
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

ク時と域
にごを県
積ろ決に

みかめ陸
込ら　｀上
ん10 13輸
だﾝ1｀日進
　゜ト午す
同ラ後る
県ツ８こ

南
三
陸
町
や
大
和
町
、
七

ヶ
宿
町
な
ど
の
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
町
役
場
や
学

校
な
ど
で
配
布
す
る
。

　
鏡
の
つ
く
町
名
が
縁
と

な
り
福
島
県
鏡
石
町
と
防

災
応
援
協
定
を
結
ん
で
い

る
鏡
野
町
は
、
鏡
石
町
が

震
災
で
断
水
が
続
い
て
い

る
た
め
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

入
り
の
飲
料
水
や
お
茶
計

約
６
訪
と
非
常
用
給
氷
袋

千
枚
、
携
帯
用
カ
イ
ロ
と

い
っ
た
物
資
を
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
３
台
に
積
み
込
み
、

職
員
６
入
が
現
地
に
向
か

っ
た
。

　
代
表
の
小
林
茶
将
企
画

課
長
補
佐
は
「
少
し
で
も

早
く
現
地
に
物
資
を
届
け

た
い
。
人
的
支
援
な
ど
に

つ
い
て
も
現
地
で
協
議
し

た
い
Ｉ
と
し
て
い
る
。

緊
急
交
通
路
区
間

通
行
標
章
交
付
へ

　
　
輸
送
業
者
に
県
警

　
東
日
本
大
股
災
発
生
で

緊
息
災
通
路
に
指
定
さ
れ

た
高
遠
道
の
一
部
区
間
に

義
援
金
受
け
付
け
開
始

　
　
本
社
、
山
陽
新
聞
社
会
事
業
団

　
山
陽
新
聞
社
と
山
陽
新

聞
社
会
事
業
団
は
1
3
日
か

ら
、
東
日
本
大
成
災
の
被

災
者
へ
の
義
援
金
の
受
け

付
け
を
始
め
た
。

　
岡
山
市
北
区
柳
町
の
山

陽
新
聞
本
社
ビ
ル
1
6
階
の

同
事
業
団
に
は
、
同
区
南

方
の
長
泉
寺
檀
家
で
つ
く

る
同
寺
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基

金
今
こ
の
目
山
陽
新
間

祝
太
郎
賞
を
受
賞
し
た
玉

野
市
・
八
浜
小
図
書
委
員

会
の
児
童
ら
の
団
体
や
親

子
連
れ
ら
が
次
々
と
訪

れ
、
義
援
金
を
寄
託
し
た
。

こ
の
目
、
肘
件
を
受
け
付

け
た
。

つ
い
て
、
県
警
は
1
3
目
、

食
料
品
・
生
活
用
品
（
燃

料
を
合
む
）
の
輸
送
業
者

が
通
行
で
き
る
よ
う
、
緊

急
通
行
車
両
確
認
標
章
を

交
付
す
る
と
発
表
し
た
。

　
宮
城
県
以
北
を
目
的
地

と
す
る
車
両
が
対
象
。
最

寄
り
の
警
察
署
か
県
警
高

連
隊
で
交
付
す
る
。
有
効

期
間
は
交
付
日
か
ら
１
ヵ

月
。
余
震
の
恐
れ
か
お
る

た
め
、
指
定
区
間
で
は
時

速
5
0
♂
以
下
の
走
行
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。

岡
山
駅
前
で
街
頭
募
金
靉
詰

　
地
域
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
年
団
協
議
会
（
中
国
謙
二

テ
ィ
ア
に
取
り
組
む
県
青

一
会
長
）
は
1
3
日
、
東
日
本

街
頭
募
金
に
協
力
す
る
通
行
人
（
左
）
ら
＝
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
前

入
浴
災
の
被
災
者
救
済
に

向
け
た
街
頭
募
金
を
Ｊ
Ｒ

岡
山
駅
前
で
行
っ
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
を
｛

含
め
約
8
0
人
が
参
加
。
1
0

力
所
に
分
か
れ
て
通
行
人

に
呼
び
掛
け
た
。
募
金
し

た
岡
山
市
立
旭
東
中
２
年

難
波
亜
以
さ
ん
（
1
4
）
は

　
「
テ
レ
ビ
で
惨
状
を
見
て

協
力
し
た
い
と
思
っ
た
。

宮
城
に
友
遥
か
い
る
け

ど
、
メ
ー
ル
が
返
っ
て
こ

座
い
」
と
心
配
そ
う
だ
っ

た
。
集
ま
っ
た
募
金
は
日

本
赤
十
字
社
を
通
し
て
言

る
。

　
県
内
の
宗
教
青
白
で
つ

一
く
る
人
道
援
助
宗
教
Ｎ

Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｒ

Ｎ
Ｎ
）
ち
同
日
、
岡
山
駅

周
辺
で
義
援
金
を
募
っ

た
。
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
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